































































































13 0.1-0 2 ， 0.05-0.35 








































































生体内のクロムの主な排泄経路は尿 (80％以上）である。一部は糞便中 (0.5,.._,20%) 
ヘ排泄され、汗と毛髪にそれぞれ若干量排泄される。尿中に排泄されるクロムのほとんど
は、低分子クロム複合体として排泄され、無機体の状態で排泄されるのはごくわずかであ






約 40,.._,1300 μ gとなる。また、クロムは加齢に伴い体内含量が減少する唯一の元素で







































これまでの研究から、クロムの代謝活性物質として、耐糖因子 (GTF,glucose tolerance 



















































゜0 30 60 90 120 180 0 30 60 120 180 Time, min Time, min 
ロムを摂取したマウスの血糖値の上昇が 図2 Cr摂取後4週間後と1凶軋間後の経口糖負荷試験結果
有意に抑制された（図 2)。インスリン感 Con：通常飼料群、 ~r2: Cr 2 mg/kg飼料群、 Cr10:
Cr 10 mg/kg倉司米斗君羊。 ＊p < 0.05 (vs 4 wk)。
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o 1 1 1 - -Iニー 。しニ
の結果から、 Control Cr Control Cr Control Cr Control 
図4 腎臓中 Cr濃度 図5尿中 Cr排泄量
糖尿病の進行 nonDM:正常マウス、 DM：糖尿病マウ nonDM:正常マウス、 DM：糖尿病マウス、
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図7年代別にみた尿中クロム値の変遷
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